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ゆうMUG活動レポート
[image: 1.png]
 
 
【ゆうMUG活動リポート】

ここでは2012年5月の、ゆうMUGの活動状況をお伝えします。



●2011年5月26日（土）　2012年5月度定例会

於：アクロスホール
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例によって会場は超満員
 


今年は定例会を、基本的に隔月としたため、4月はゆうMUG全体としての活動はありませんでした…しかし、分科会活動は活発に行われており、定例会をその発表の場とするという方針は、堅持出来ているような気がします。



そんなわけで５月度定例会も、非常に充実した内容でございました。
まずは、人気ポッドキャスト番組「帰って来たぽんすちZ」「119Mac」でおなじみ、charlottetown3女史による「デムパ（電波）対策講座」。

ご存知でしたか？しゃろちゃんは、ゆうMUG会員なのですよ。

アップル系ポッドキャスト界では、モバイル通信規格の権威であるしゃろちゃんに、各通信キャリアの電波の取り扱いとその将来について、熱く語っていただきました。

わかりやすい例えと深い考察で、色々なことが理解出来ました。

しゃろちゃんの講演が聞けるのは、ゆうMUGだけ（いまのところ）！
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しゃろちゃんによる「デムパ対策講座」このわかりやすいスライドを見よ！


今回も、はじめて参加された会員さんを何人かお迎えしましたが、その中にやはり人気ポッドキャスト番組の「Hi Speed Apple Season 2」のメイン出演者である、こましーさんもいらっしゃいました。

また、アップル系ポッドキャスト番組のキャラクターアイコンデザインや、「どんまが」の連載漫画などで活躍中のデザイナーYOUMAさんも、できたてほやほやの自作イラスト集を持ち込んで参加。

その場で、即売会も行いました。
 
 
[image: 当日会場で販売されたYOUMAさんの作品集.png]
 
当日会場で販売されたYOUMAさんの作品集


後半は、水野＝けーざい部長による、光画部活動報告。

私自身、あまり光画部活動に参加出来ていなかったので「こんなことまでやってるのか！」という驚きがありました。

そして、２年ぶりのバージョンアップとなった、ゆうMUGプロダクトアプリ「どんぶりカルク」のデモを、稲葉リーダーにお願いいたしました。

ニューバージョンでは、新たなスキンを導入し、それをデザインして下さったデザイン事務所有限会社コランダム様とのコラボ作品となっております。

ぜひチェックしてみて下さい。
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稲葉リーダーによる「どんぶりカルク」ニューバージョンのデモ


これらのテーマは、6月17日のプチAUGM東京でも発表する予定です。

その仕切り役、AUGMフォースの、瀬尾＝ちゃんてつ隊長からは、9月の本会に向けて、皆で協力して盛り上げて行きましょうという檄が飛びました。
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AUGMフォースちゃんてつ隊長の檄が飛ぶ！


最後に、アプリ開発チームの冨山リーダーから、Mac環境での開発研究も開始したいということで、デベロッパーアカウント取得に向けての事務局への働きかけを行う旨の発表がありました。



多岐に渡る活動がますます盛り上がって行きそうな、ゆうMUG…今年後半に向けての展開が、楽しみですね！

 
ゆうMUG会長　杉山 @jaraku


iPad Styleという撮影の楽しみ
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〜“新しいiPad” カメラ・レビュー〜
 
 
“新しいiPad” が持つ魅力とは
 
2012年3月16日、日本でも“新しいiPad”が発売となりました。
その正式名称を巡る様々な憶測に始まり、今までになくいろんな話題が飛び交いました。
「iPad 2と、どこが違うの？画面が少しキレイになっただけ？」
「LTE、使えないでしょ？」
「少し厚くなったって聞いたけど、大丈夫？退化してない？」
「か・ね・の・む・だ・づ・か・い！やめときなっ！」
期待度の極めて高い人気者というのは、いつの時代においても、そしてどんなモノであれ、姿を見せたとたんに多くの物議を醸すものです。それが宿命とも言えるでしょう。
まあまあ、そう言わずに、少しだけ私の話にお付き合いくださいな。見つけたんですよ、このガジェットの素晴らしさを！
“新しいiPad” の魅力を１行でまとめれば、
 
Retinaディスプレイ × iSlightカメラ ＝世界最強のプレゼンツール
 
と表現できるかもしれません。これは言葉でいくら表現しても陳腐な伝わり方しかしないので、実に悲しいところです。なかでも一番意外だったのは、
 
iSlightカメラの大幅な性能アップ
 
です。 実はもともと私自身、500万画素という数字を見てそれほどこのカメラ機能に期待はしていませんでした。しかし“新しいiPad” を購入して、初めてそのカメラで撮影したものをRetinaディスプレイで確認したときに、久々に身震いをおぼえました。何なんだ、この美しさは！！
“新しいiPad” に関する市販の解説書や雑誌、ムック本などのページをめくっても、さほど強くは強調していません。ですが、明らかに素晴らしい写真が撮れるんです。
 
この文章では、 “新しいiPad” のカメラ関連の操作方法を解説するのではなく、その魅力と楽しみ方について、私がこれまでにやってきたことをもとにまとめてみたいと思います。きっとあなたも、このガジェットが好きになりますよ。
 
 
まあ、見てくださいよ。
“新しいiPad” なら、こんな写真が撮れるんです！
 
ここではまず、私がこれまで実際に “新しいiPad” のカメラで撮影してきた作品をご覧いただいて、その魅力を体感していただこうと思います。なお、ここに掲載する画像は “新しいiPad” のカメラの実力をできるだけ正確に知っていただきたいので、基本的にPhotoshop等のアプリによるレタッチ作業はおこなっておりません。
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やや照明を落とした室内での撮影。落ち着いた室内の雰囲気もきちんと伝わってきます。
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青空に咲き誇る桜。スカッとした青空に、桜のピンクが映えていて春の空気を感じます。
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花も美しいですが、葉の緑色の変化、葉脈の拡がりなども実に良いバランスで描写してくれています。お気に入りの一枚。
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テレビ番組にもよく登場する市ヶ谷の釣り堀付近の桜風景。春ののどかな空気をiPadでキャッチ！
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ノイズのない鮮やかな色彩は、素直に美しいし、何よりも撮影を楽しくする！ちなみに私は現在この画像を自らのFacebookページのカバー写真として使用しています。
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見て！見て！お米が立ってるよ！w グルメ撮りだって、なんのその！
 
 
最大の弱点・・・撮影姿が格好悪い！
 
ま、あえて私が言わなくてもすでに皆さん気になっていると思いますが、iPadで撮影する姿はとにかく目立つ・・・というより、格好悪い！（笑）見慣れていないからなんでしょうけれどね。iPhoneで撮影する姿は街の中でよく見かけるようになりましたが、iPadで写真を撮っている人はまだほとんど見かけません。
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　iPadで撮影する筆者
 
 
撮影時の注意点
 
これまでの撮影で私が経験してきたことをもとに、いくつか皆さんへアドバイスというか、ご注意をしておこうと思います。
・太陽光が降り注ぐ明るい場所ではディスプレイが見づらいので、フードのようなものがあるといいかもしれません。でも、かなりカッコ悪いですが。
・強風の中での撮影は、落下に注意！とくに自分の下を電車や他人が通過しているような場所では。強風が吹くとマジで持ってかれるんです、この巨大なカメラ！！
・警察官など我が国の治安維持に関わる職業の人の前では、可能な限り不審な行動をとらないようにつとめる（実感）。万が一iPadでの撮影中に警察官から職務質問を受けてしまった際には、いっそのこと開き直り、
　　　①Retinaディスプレイの魅惑的な美しさ
　　　②新しいiPadのカメラが持つ潜在能力
をグラフィカルにプレゼンし、その魅力を十二分に理解させ、逆に1台購入させる（笑）。
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左下にいる警官を拡大して見てください。明らかに私を監視してる！（笑）桜の美しい季節だったので、辛うじて何をしているかが伝わったのかもしれませんが、“奇妙な板”を手にした男の姿は実に怪しく見えるはずなので、無理もありません。国賓級のゲストが海外から訪れる時期などは、“街の中での自分の見え方”に気を付けよう！
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そしてiPhotoで迎え撃て！
 
撮影した画像は、そのまま “新しいiPad” 内でさっと調理してしまいましょう。Appleが提供している「iPhoto」を使えば、画像の管理と主要な編集作業がiPad内でおこなえてしまいます。
 
iPhotoを入れることで、写真撮影に関するひととおりの流れが完結することになり、つまり“プライベートの写真撮影には、 “新しいiPad” が1台あれば十分！”と言い切れるのです。もちろんデジタル一眼（レフ）カメラやコンデジとの組み合わせで使ってもいいでしょう。その際には “新しいiPad” が“巨大でこの上なく美しい液晶付きフォトストレージ”として、あなたを十分にサポートしてくれることは間違いありません。
余談ですが、普段MacやPCでPhotoshopをご使用されている方でしたら、Adobeが出している「 Adobe Photoshop Touch」もオススメです。操作方法が共通しているものが多いようなので、直感的にすんなりと使い始めることができるでしょう。
 
できれば光学ズームが欲しいのだが
 
美しい写真撮影が可能となった “新しいiPad”。それだけでも十分魅力的な相棒となってくれてはいました。ただ、屋外での撮影を重ねるにつれ、光学ズームレンズが徐々に欲しくなってきました。iPhone用のものはいくつか販売されているのを確認してましたが、iPadに対応したものはないかと、ネット上を検索。するとiPad 2用にリリースされているものの存在が判明しました。 “新しいiPad” への対応はまだのようでしたが（この原稿を執筆時においては対応済）、そもそもiPad 2と “新しいiPad” はさほど大きさや形状の違いがないので、ひょっとしたらうまく装着できるかもしれないと考え、思い切って購入することに。サンワダイレクトから出ている「iPad 2専用望遠レンズ 400-CAM008」という製品です。購入はAmazon経由でサンワダイレクトから購入するのが若干安上がりになるようだったので、その方法で。
注文からほどなくして届いたものの、パッケージが若干破損していました。確認してみると、パッケージ・取扱説明書共に全て中国語で書かれていて、判読不能。何から何まで、ビックリの連続でした。
iPad 2用ではありましたが、装着は可能でした。レンズ部にもズレは発生してないようでした。ただ、やはり手ブレがひどく三脚のようなものでiPadを固定しないとどうにもならない感じでした。どうしても手持ちで撮影したいケースのほうが圧倒的に多いので、この時に試したあとは一度も使用しないままになっております。今後、iPadで使える三脚のようなものが手に入ったら、再び試してみたいと思います。
 
 
モノは使いよう
 
私は日常的に簡易スキャナーとしても “新しいiPad” をよく使っています。新聞記事のデジタル・スクラップや、仕事の資料として受け取ったCDやDVDのレーベル面のテキスト情報をメモったりする際にも使っています。USBを接続して、Photoshopを立ち上げて、スキャナーが読み込み終わるのを待つ・・・なんていう無駄な作業は一切なし。新聞も、ハサミで切り抜く必要は一切なし。iPadの巨大なディスプレイに対象物が収まったなら、そのままタッチ！で、ハイ、おしまい！簡単でしょ（笑）。
またデザインを考える際の参考資料となるものは、街の中に無限に溢れているので、気になったものは、すかさず撮影しておきます。ポスターなどに書いてあるテキスト情報もけっこう読めるので、便利ですよ。
紙モノのデジタル化を、 “新しいiPad” で援護射撃！いかがですか？
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プライベートでもらったレシートは、 “新しいiPad” で撮影（スキャン）しておくのもいいかもしれません。経年劣化で印刷が完全に消えてしまうものもあるので、そんなことにならないうちにもらったらすぐに “新しいiPad” で撮影し、紙は捨ててしまう。かさばらず、しかも移動時間中などに家計簿アプリへそのままインプットすることもできるでしょうから、いいことずくめ！
 
 
忘れてはいけないHD動画撮影機能
 
これまでずっと写真撮影の話をしてきましたが、このカメラを使ってフルHD画質の動画も撮影できることも忘れてはいけません。 1080p/30fpsのHD画質で撮影した動画は、ディテールの描写が圧倒的にスゴイです。本体の記憶容量が限られているため、外部ストレージやMacなどにこまめに転送する必要はありますが、立派な長編映画だって作れると思いますよ。撮影後の動画の処理は、これまたAppleが「iMovie」というiPad専用の動画編集アプリを出しているので、切ったり貼ったりBGMを差し込んだりといった簡単な後処理はここで済ませてしまうことができます。「Avid Studio」なども高機能な編集アプリです。
先日、テレビ東京『ワールドビジネスサテライト』でiPad用Zoomレンズシステム「Padcaster」（http://www.tv-tokyo.co.jp/mv/wbs/trend_tamago/post_19781/）なるものを紹介していました。iPadに35mmレンズを装着し、三脚に固定する額縁のようなグッズです。この開発者は “新しいiPad”をHDムービーカメラとして使ってやろうと思い立ってこれを開発したようですが、写真撮影でも使えそうですね。自分と同じように “新しいiPad”のカメラ機能に注目している人を発見し、非常に感激しました。日本でもこのような製品が販売されるといいですね。どれくらいのお値段になるかが、心配ですが。
 
 
まとめ
 
とあるカメラ賢人は言いました。
 
そのカメラの価値は、画素数だけで決まるわけではない。
 
500万画素というスペック表の数字を見れば、各社が出している最新のコンデジやスマホとの比較で目劣りしてしまいますが、Appleとしては、最高の画質を得られるようにするために、全体的なバランスを重視したというわけです。私が撮影してきた画像だけを見ても、そのことは十分に確認できたのではないかと思います。
これまで “新しいiPad”のカメラで写真撮影を続けてきて感じるのは、
 
撮れば撮るほど、写真撮影が楽しくなる！
 
ということです。これは “新しいiPad”を購入してみて、全く予想外の収穫でした。この文章を通じてもっとも皆さんに伝えたいことは、まさにそのことです。みなさんもぜひ “新しいiPad”で“写真撮影の楽しさ”を毎日の生活に取り入れてみてください。
 
writer & photo by ando No.0126

 

カメラはシグマとそれ以外（その九）
[image: 3.png]
 
デジカメの「解像感」にひそむ落とし穴について、ひとつ。



いま私はやむを得ない事情でメインマシンをxubuntu（Linux）がOSのPCと定めて作業しています。



ついこの間バージョンアップされて「Ubuntu 12.04 (precise)」がベースとなったxubuntuなんですけれど、それまでの簡易画像ビューアソフトがとーてもイマイチな出来だったんですね。TIFF画像を開こうとするとクラッシュしたりするなんてこともあるのですが、一番困ったのは開いた画像の表示がかなり眠く、ぼんやりしていること。
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他に同梱されているグラフィックソフト、例えばフォショップキラーとして名高いGimpなどで同じ画像を開くと、それはそれは高精細な表示がされます。なのに、このビューアーソフトではぼんやりとしか表示されません。



これはつまり、ソフトの表示アルゴリズムがそう設計されているということです。おそらく表示スピードを優先させるために、正確な表示を意図的に避けているのでしょう。中身が確認できればそれだけでいいという、そんな意図が隠されているのです。
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しかしさすがに今回のメジャーアップデートで、さしもの画像ビューアー「ristretto」も表示の精細さがかなり改善されました。しかしまだGimpの表示には及ばないようです。



ソフトウエアによって表示される写真の精細さが変わる・・・

このことを知らないと、例えば今回の表示ソフトを使って他人の写真を鑑賞しては、「わーなんでこんなにぼやけてんの？テク足りなさすぎ！」などと悪態をついては顰蹙を買いまくることだってあるわけです。
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Linuxを例にとりましたが、われらがMac OS Xのプレビューアプリも同じこと。特に最近の高解像度・多画素の写真を開くと、他の画像ソフトと比較してかなりぼんやりと表示してきますので要注意です。いわんや、QuickLookをや。



おまけに画像ソフトばかりでなく、インターネットの画像投稿サイトもところによって縮小アルゴリズムが違ううえ、ウエブブラウザすら縮小表示が変わりますので、全画面表示を呼び出したのを縮小表示させた時点でオリジナルの写真とは別の結果を見つめている可能性があることに留意しておいてください。
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縮小表示がOSやアプリによって変わってしまい作者側でコントロールできない場合はどうするか？



それは簡単、あらかじめ作者側が自分で納得する縮小プログラムやアルゴリズムを選んで、最終出力に最適化された縮小処理をかけてしまうことです。



これを自分でやっていると、写真サイズが大きすぎてどうせ捨ててしまう過剰データが無駄なだけだったということに気がつくはず。無駄な捨ててしまうデータばかりなのに、やれ高ピクセルだと狂喜しつつメモリへの書き込みの遅さに辟易する、そんな愚かしさの頂点にいて自分が踊らされていたという真相が身に染みてしまうわけです。



つまり、、、



私たちはデジカメの高精細さに本当に驚いているのではなく、画像ソフトの縮小アルゴリズムの素晴らしさに見蕩れているにすぎません。
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 ■■■■■■■■■■■■



さて、ようやく本筋のシグマの話題です。

本年５月25日付けでシグマから正式に発表がありました。春先のカメラショーから注目を集めているモンスター級のコンパクトデジカメカメラ「SIGMA DP2 Merrill」の開発状況に関する発表です。



http://www.sigma-photo.co.jp/news/info_120525_DP2Merrill.htm



残念ながら「発売日」の正式発表ではなく、進捗状況のお知らせ止まりであることに注目。
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５月が発売予定だったところ７月に延びそうだということなんですが、昔からのシグマの開発の遅延ぶりを知る人々にしてみれば、まあ、年内までに発売されれば御の字だなといった感想がため息のように漏れているといった状況です。



実際そうなる可能性のほうが高そうなのですが、思惑通り７月に発売されたら当たりくじが来た日のように祝杯を上げて喜ぶことでありましょう。私はギャンブルはしたことがありませんが。



SIGMA DP Merrill シリーズ公式サイト

http://www.sigma-dp.com/



■■■■■■■■■■■■



ここで素朴な疑問が湧いて出るはず。

シグマのデジカメのファンという種族は、割と前述した「高画素神話」に否定的だったり懐疑的だったりして、何千万画素だと叫んでは狂喜するようなことはなかったのです。



昔シグマのファンが集うサイトでささやかなアンケートが実施され、高画素への要求がどの程度のものか問われる機会がありました。そこでも、A4サイズのプリントすらあまりやらない普通の写真愛好家ならば400万画素程度で必要十分という意見が集中していました。



しかし、シグマは初代SD1で超高画素への道を切り開き、全ラインナップを4,600万画素相当のMerrillセンサーで塗り替えようとしています。

ここに大きな矛盾を感じてしまうのも不思議ではありません。



もっともシグマのフォビオンX3センサーは他社のデジカメの撮像素子換算で4,600万画素「相当」としているのであって、実質1,536万画素にすぎません。それでも「そんなにある」という考えすら浮かんでしまうほどには、普通の写真愛好家にとってはオーバースペックです。



すでに旧製品となりつつあるSD15やDP1x、DP2xを好んで選び、これで十分と豪語する人も少なからずおられます。



ちなみにこれらのカメラは他社のデジカメ換算で1,406万画素相当、実質468万画素です。ウエブサイトやiOS端末に縮小表示させて楽しむには十分な画素数だったりするのです。



本連載の「その六」（どんまが５号）にSD1で聖蹟桜ヶ丘近辺を試写したときの写真が掲載されています。



iOS端末に縮小処理されて貼られたこれらの写真と、いつものSD10やSD14の写真とでは、おそらく区別がつかないと思います。



それでもなおMerrillセンサーに期待するものがあるとするならば、毎回くどいように繰り返していますが、それは高感度耐性です。



初代のSD9やSD10は、ISO400ですらすでに画像がまだら状の色ノイズで破綻し、ISO200が高感度の限界とまで言われていました。



これがISO800ならば余裕、1600もぎりぎりで許容範囲と評価されるようになりました。



低照度での撮影機会で失敗する確率が低くなる、それだけでも買いと判断して良いと私は考えています。

 
[image: SDIM3290.jpg]



 

■■■■■■■■■■■■



iOS端末とシグマのデジカメを結びつけるとんでもないアプリが４月頃ひっそりと登場しました。



その名も「X3FTOTIFF」



当初はDP1やDP2のRAWファイルをiPhoneで現像しTIFFへ書き出すためのアプリだったのですが、SDシリーズにも有効とわかってがぜん汎用性が高まりました。無料アプリです。



http://itunes.apple.com/jp/app/x3f2tiff/id515606875?mt=8&ign-mpt=uo%3D4

 
[image: X3FTOTIF_icn.jpg]
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  本当に現像するだけのアプリなので、本来の飾られていないコントラストの低い写真が生成されます。これをさらにレタッチアプリで処理して見栄えの良いように加工する必要があります。



私が今試しているのは「Snapseed」という画像加工アプリです。

 
[image: Snapseed_icn.png]





以下にSD14のRAWファイルをNASからiPhone4へコピーして白黒写真として加工している様をスクリーンショットでご紹介します。

 
[image: Snapseed01.jpg]
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  SD15や現行のDPシリーズは今や新品で４、５万円台というハイコストパフォーマンスぶりが魅力です。シグマのデジカメをひょんなことで手に入れる機会があったら、ぜひお試し下さい。
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(相変わらず続く)
 
 
 
writer & photo by @keezay No.0050

 

iうさぎの日記
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Manga by @SharkSucker


SIMフリーiPhone体験記（３）
[image: 5.png]
 
 
これまでのおはなし

　SIMフリーiPhoneを手に入れたはいいが、せっかくのSIMがガラケーに吸い込まれてしまってさあ大変。docomo約款の盲点を突いた裏技で（嘘）なんとかiPhoneは使えるようになったものの、文鎮になってしまったガラケーをさてどうする…？



10. 原因



　SIMフリーiPhoneが無事使えるようになり、それからしばらくはガラケーのことなど忘れてしまっていました。しかし、とあるサイトがiMode経由でないと見られないことがわかり、埋蔵SIM救出が喫緊の課題として再浮上してきました。壊してしまっては元も子もないので、まずは構造を推定しながら取り出せない原因を探ることにしました。



　マイクロSIMカードは通常のSIMカードの下位互換というか、厚みや電極の配置は同じで外形寸法だけが違っています。額縁のような板をはめて寸法を合わせるアダプタが市販されていて、事前にこれをAmazonで購入しておいたのは第一回で書いたとおりです。最近の携帯電話は非常に小型化が進んでいて、余計な隙間などはほとんどありません。もしアダプタを装着したことで厚みが変わってしまうと引っ掛かってしまう可能性があり、そのまま挿入するのはかなり危険です。私が購入したアダプタはよくできていて（と、その時は思っていた）厚みはマイクロSIMとほぼ同じ。装着しても特に凹凸はありません。それだけにSIMトレイが引き出せなかったのはかなり予想外でした。
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　冷静に状況を観察してみると、SIMトレイは全く動かなくなったわけではなく、引っ張ると少しだけスムーズに動いてから何かに引っ掛かって動かなくなります。どうやらアダプタとマイクロSIMの間の段差が邪魔しているようです。しかし凹凸がないことは事前に確認しているのに、いったいどうしてなんでしょう…？



　ここでSIMカードが本体と接続される仕組みを考えてみましょう。SIMカードには片方の面に電極があり、端末側に設けられたバネがこれを押さえつけることで電気が流れる仕組みになっています。押さえつけるということは反対側に支えが必要ですが、一枚板であるSIMカードと、アダプタにはめたマイクロSIMカードとでは事情がかなり異なります。もし支えがアダプタの外周部にあってマイクロSIMがしっかり支えられていなければ、バネの力によって段差が生じてしまいます。



　となると解決方法のアイデアが浮かんできます。SIMカードの裏側にしっかりした板を差し込んでバネの力を支えてやればいいのです。とはいえそんな隙間はほとんどなく、相当薄いものでないと差し込むことができません。手近なプラスチック板などを切り出してみましたが、挿入可能な厚みのものは柔らかすぎて、とても支えにはなりません。もっと堅くて薄いものが必要です。



　そこで目に入ってきたのがプラ板を切るのにつかったカッターの刃でした。厚さといい幅といい、まるでSIMカードトレイの裏に挿入するために作られたとしか思えません。唯一の欠点は「電気を通す」ということ。電池は抜いている（構造上、そうしないとSIMカードスロットに触れない）とはいえ、中を見ることができない精密機器に導電性の板を深く差し込むのはかなり怖いものがあります。何しろカッターですから、細いケーブルや部品を切ってしまう可能性も考えられます。しかしもうこれくらいしか方法が思いつきません。壊れても文鎮、取り出せなくても文鎮。そう割り切ってやってみることにしました。



　念のためSIMカードの長さを測り、それより深く入らないようにカッターの刃にマジックで印をつけます。深呼吸して気持ちを落ち着けてから、慎重に刃をカードの裏側に差し込もうとしましたが、ここではたと手が止まりました。カードとトレイの間、トレイと本体の間、刃を挿入できるポイントが2カ所あるのです。カードの裏側には電極はなく、カッターの刃で壊れるようなものはありません。トレイは単なるプラスチックの皿ですから、傷がつくことはあっても壊れたりはしないでしょう。これに気付いて一気に気持ちが楽になりました。
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　慎重に、しかし大胆に、カードとトレイの間にカッターの刃を差し込みます。特に抵抗はなく、印をつけた深さまですっと入ります。カードを持ち上げる方向に力を加え、トレイを引っ張ってみます。何度か試していると、まるで何事もなかったかのようにカードがスーっと出てきました。緊張がいっきに解け、全身が虚脱感に襲われます。しかしまだ終わりではありません。ガラケー本体が壊れていないことを確認しなければなりません。支えがないとまた出てこなくなりますから、カードとアダプタを裏側からセロハンテープで固定、補強してみました。補強が足らず抜けなくなり、またカッターのお世話になり…ということを何度か繰り返し、最終的にはちょっと引っかかりはありますがなんとか抜き差しできるようになりました。電源を投入すると何事もなかったかのように動作することも確認でき、なんだか長い旅を終えたような気分になりました。 ダメな子ほど可愛いといいますが、一連の騒動でちょっとガラケーに愛着が出てきたのは皮肉です（笑）。



11. 教訓



　思えばアダプタを購入した時、100円以下の安いものと500円程度の高いものがあることには気付いていたのでした。その時点ではとても単なる穴の開いた板に500円払う気にはなれず、最も安いものを素直に購入したのですが、結局は「安物買いの銭失い」を地でいくことになりました。一段落してからAmazonの商品写真をよく見ると、どうやら高いアダプタにはマイクロSIMを支える突起もしくは裏板があるようです。ちゃんと今回のような事故が起こらないよう配慮されているようですね。



　これからSIMフリーiPhoneを導入し、マイクロSIMをガラケーと共用したいという方に贈る最大の教訓は「数百円をケチるな」ということに尽きます。私の場合は幸いにも実害がありませんでしたが、万一ガラケーを壊してしまったりカード取り出し不能で修理扱いになってしまうことを考えれば、アダプタ代を奮発するくらいは保険として十分に価値があるでしょう。選択のコツはアダプタの裏側。マイクロSIMを支える突起や裏板があることをしっかり確認しましょう。



12. 現状



　そんなこんなでSIMフリーiPhone化が完了して早や半年。トラブルもなく、docomo参入を巡る各種報道にも一喜一憂することなく安定した通信を楽しんでいます。意外に役立っているのが無料サービス中のdocomo wifiです。iPhoneのwifiというと、移動中には切っておかないと変な電波を拾って通信不能になるという苦情がよく聞かれます。私もその例に洩れず、これまでひどい目に遭ってきました。そんなわけで今ひとつwifiには不信感が拭えず、docomo wifiも契約するかどうか悩みました。まあ無償だし、使わなければいいわけだし…と思って契約したのが結果的には大正解。ここ多摩地区ではサービスエリアが狭くてあまり恩恵がありませんが、都心方面ではあちこちで勝手に繋がります。特に電車に乗っていて駅が近づくといつの間にか繋がっているのは便利ですね。



　ただしこれには事前準備が必要です。docomo wifiに接続する際、通常だとsafariなどブラウザの画面からIDとパスワードをいちいち入力しなくてはなりません。しかし事前に証明書をインストールしておけば、この認証をスキップして自動接続することができるのです。設定方法はdocomoのサイトにはありません（少なくとも私には見つけられなかった）ので、googleなどで"docomo wifi 証明書 iPhone"とかで検索して情報を探してみてください。



　最後にSIMフリーiPhoneの設定で大変参考になったサイトをご紹介しておきます。「docomoでiPhoneを使おう！」http://www.sim-free-iphone.com/ は公式の（脱獄ものや不正改造でない）SIMフリーiPhoneをdocomoで使うための総合情報サイトです。やや情報が古いようで、例えば上記のwifi設定の情報などは出て来ませんが、多くはそのまま利用可能です。



13.終わりに



　以上、3回に渡ってSIMフリーiPhone導入の記録をお送りしました。購入の手間、故障の際の対応など不安な点もあり万人にお薦めできるものではありませんが、ガラケーとの使い分け、テザリングなどが必要な方にとっては選択肢のひとつになるでしょう。というか本来はこうでなければならないはずで、国内のiPhoneがSIMフリー化される、少なくとも有償でSIMフリーを選択できる時代が一刻も早く訪れることを期待して止みません。



　今後は国内でもdocomoのXiを始めとする4G通信環境が整備されてくるはずです。一方で端末側は多くの通信方式や周波数をサポートするようになるでしょう。これまで以上にSIMフリーのメリットは増大しそうな予感がします。それとも何かしらの技術革新によって「SIMフリー」という言葉そのものが意味を失ってしまうのでしょうか。はたまたキャリア縛りが更に厳しくなり、逆の意味でSIMフリーが消滅してしまうのか。期待と不安は当分尽きることがなさそうです。



【完】

 
 
written by @akira_tt No.0053

 

新感覚現実歪曲IT小説
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オブジェクティブCラプソディ
（第八話） 　　
 
 
　先日、Appleの申請が無事通りAppStoreで売り出された“InaBird Pro”は良いスタートを切っている。幸いカスタマーレビューの評価もまずまずである。ただ、いくつか不具合も散見され、テスト段階で多くの人に使ってもらう必要性を改めて感じた。
 
　永山駅朝7時22分発急行に乗り込んで、いつものドアと座席のコーナーに体を預けiPhone4Sのロックを解除した。
 
　直ぐさま“InaBird Pro”のアイコンをタップし立ち上げた。TLではお馴染みのフォロアーが各々に呟いている。
　その中で、相変わらず“にゃんてつ”さんのコメントは面白い。昨晩全国カレーチェーンのガガ壱番屋で食べた“手仕込キャベツメンチカツカレー”のことを呟いている。どうやらコーンのトッピングで味わったようだ。
 
　実は最近彼は、カレー部なるものを発足し活発に活動している。これはガガ壱番屋をこよなく愛す人たちがTwitter上で盛り上がったのをきっかけに結成した伝統的な部活動である。当初は年配の方々が多かったため“加齢部”と揶揄されていたが、今では20名近い勢力を誇る立派な団体に成長している。活動と言えばサイボウズLiveで、カレーに関する議論をするだけだ。それでもちゃんと規約がある。
 
01.定義 
　　ガガ壱番屋を原点とし、カレー好きが集う場とする。
 
02.組織構成
　　上下関係のない、全員フラットな位置づけとする。
　　活動は原則単独行動を基本とする。
 
03.入退部
　　１名以上の部員の前で宣言する事により、入部と看做す。方法は口頭、文章何でも良い。
　　退部も同様の取り扱いとする。
 
04.主な活動
　　カレーを愛し、常に探究心を持って、進んで食す機会を設ける。
　　目標を持って来店する。（体調の改善、辛さの制覇、オールトッピングの制覇、同一メニューの連続注文記録等）
　　原則、新規メニューは早めに食し、自分なりに分析を行う。
　　初めて入る店では、お客様カードを記入し、カレー店の発展に僅かでも貢献する。
　　行きつけの店には店員に顔を覚えてもらうべく努力する。
　　オリジナリティーが存在する店を発見した場合は、部員に展開する。
　　カレー味の料理であれば、すべてが我々の共有財産となる。進んで紹介をお願いする。
　　原則食べたら部員に自慢し、僅かな喜びでも共有する。また批評はしても批判をしてはならない。
　　新しい食べ方、組み合わせ等を発表した部員は、他の部員の賞賛と喝采を浴びる事ができる。
　　キャンペーン等には積極的に参加する。
　　当選した部員は思い切り自慢し、他の部員は羨ましがる事でその部員を讃える。
　　
05.その他
　　定期的な会合は一切無い。但し偶然飲みに行く等の交流は積極的に行うよう、各自努力する。
　　良い思いつきは即時規約に反映する。
　　規約の改定に関しては、一切の承認を必要としない。
 
 
と、素晴らしい規定だ。自分ももれなくカレー好きなので部員に名を連ねている。さて、今日からPOYOTAプロジェクトが始動する。終わったら久しぶりにカレーを食べに行こうと了太は思った。もちろん、“こんがりチキン鉄板カレー”に決まっている。
 
カレーのことを考えていたら、いつの間にか京王線は初台駅に入線した。
 
（つづく）


光画部のいま
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ゆうMUGメンバーのカメラ好き写真好きが集まってゆるやかに動き回っているのが「光画部」です。

４月は桜目当てに多摩センター駅近くの鶴牧西公園を散策したりしました。
あいにく寒さで桜は燃えたぎらず、後日、不完全燃焼感を身辺の激写で満たすような流れになりました。

そうした多くの写真のなかから、これはと思うようなものを選んでみました。
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YOUMAとApple
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Manga by @YOUMAsan


iPhone撮影・レタッチ術
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撮影に使用したアプリ : 645 pro

場所 : 田町駅




浜離宮恩賜庭園と旧芝離宮恩賜庭園へ行く途中で撮ったものです。



なぜiPhone標準のカメラを使わないのかと申しますと、明るさなどのコントロールをもう少し自分でやりたいと感じたこと、そして自分のイメージしている色合いが一致しないことが多く感じるようになってしまったということになります。



これらは標準のカメラでも一応できることではあるのですが、ある日"iPhoneで可能になった手軽な撮影をとことん楽しむとどういう世界にいけるのか"という疑問が出てきまして、写真を撮り続けていくうちにもっといい感じにするにはどうするべきかを考えるようになり、もっと写真での表現の幅を広げられないかというところから様々なカメラアプリケーションを試していくことになったのです。




今回、編集に使用したアプリは photoforge2 のプラグインである "Pop!Cam" で加工した後、色合いの調整という意味で camera+ を仕上げに使いました。



もともとはinstagramで先にアップしたものですが、"白"の表現をもう少し何とかしたかった、という部分もあって一からトライしたのですが、何となくinstagramに載せているものと似た感じになってしまったなあ…と思っています。
 
photo by @foissotte No.0086


 
 
 
TAMA PHOTO 募集
 
 
　“どんまが!!”では、ゆうMUG会員および読者の皆様から写真を応募します。テーマは“TAMA PHOTO”。東京多摩地域に関わる内容であれば何でもかまいません。
 
【応募規定】
未発表作品で応募者本人が撮影したもの。
被写体が人物の場合、肖像権などの責任は負いかねます。必ず被写体ご本人の承諾を得るようにしてください。
 
【応募方法】
アドレスに写真データを送付ください。写真はJPGフォーマットでお願いします。紙媒体への出力品は受け付けておりません。
応募の際、以下の５つの項目を記入してください。
１）氏名（ペンネームやTwitterネームを希望であればその旨をお知らせください）
２）連絡先（メールアドレスのみでも構いません）
３）ゆうMUG会員であれば会員番号
４）作品タイトル
５）作品のねらい
 
応募先: donmaga@yu-mug.jp
 
【作品について】
必ず掲載されるとは限りませんので宜しくご了解の程、お願い申し上げます。応募頂いた作品は、“どんまが!!”掲載とゆうMUGの活動で使用させて頂きます。

 

広告
[image: スクリーンショット（2010-10-22 17.30.17）.png]
 
「PLUS YU（プラスユウ）」は、東京郊外の閑静なベッドタウン多摩ニュータウンに平成元年(1989年)の春、Mac専門店としてオープン致しました。 Apple製品を販売し続けて20年以上、日本最古級のMac SHOPとして、これまでに4万台以上の Macintosh と4万台以上の iPod をお客様にお届けして参りました。「PLUS YU」の "PLUS" は、"Macintosh Plus" から20年以上にわたりアップル製品の販売・サポートを継続してきたという私たちの誇りであり原点です。
アップル専門店「PLUS YU」は、Apple Authorized Resellerとして、アップル認定サポートプロフェショナル・テクニカルコーディネーターを取得した専門スタッフが、お客様のアップルライフにハッ ピーを「プラス」するお手伝いをさせて頂いております。アップルライフを始めたい方も、アップルライフが大好きな方も、ぜひ一度「PLUS YU」にお越しください。
－ご来店を心よりお待ち申し上げます－
 
HP : http://www.plusyu.co.jp/
E-mail : shop@plusyu.co.jp
Tle : 042-338-8866
Fax : 042-371-7229
〒206-0024 東京都多摩市 諏訪2丁目12番地 アクロスビル1階
地図
 
＜営業時間＞
12:00 -19:30
定休日：月曜日

 

編集後記
 
 
 
どんまが第８号、お読み頂きありがとうございました。
毎号続けられているのは、読者の皆様のみならず、記事を書いてくださる会員の皆さん、中心的に編集作業をしてくださるモジャモジャ太郎さんのご協力のおかげです。本当にありがとうございます。
 
今号も記事を投稿してくれた会員の皆様ありがとうございました。
３回にも渡るSIMフリーiPhoneの記事を投稿してくださったあきらっとさんありがとうございます。
andoさん、とても"ゆうMUGらしい"新しいiPadのレビューを投稿してくれてありがとうございます。
光画部の活動報告も自主練が増えて定期的な活動外の写真も増えてきました。
今後も引き続き、他の分科会との連携も発展させて行きたいと思っています。
 
私たちは、もっと多くのゆうMUGメンバーでワイワイと作り上げていくマガジンを目指しています。文字だけでなく音楽や動画などの作品を掲載させていただける会員の方を募集しています。心当たりのある方はメールやTwitterで！
 
これからも試験的な試みを行いながら「どんまが！！」を育てていきたいと思います。ゆうMUGの会員の皆様、これからもご協力よろしくお願いします。また、興味を持っていただいた方のゆうMUG参加も心よりお待ちしています。
 
どんまが編集長　@inabary No.0040
 
 
-from editorial office-
　　　 
編集長　@inabary
編集者　モジャモジャ太郎／けーざい
発行人　@jaraku
HP：www.yu-mug.jp
E-mail：info@yu-mug.jp
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